
令和２年度 浦安市立高洲北小学校

◆学校の沿革
平成１８年 ４月 １日 学区改制により浦安市立高洲小学校より

分離し、新設開校
４月 ７日 開校式・第１学期始業式
７月２２日 ＰＴＡ設立総会

平成１９年 ２月１４日 校章・校歌制定発表会
平成２８年 ２月１２日 創立１０周年記念式典

◆令和２年度 児童数 （令和２年６月１日現在）

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ １８

男 子 ５７ ４１ ４４ ５３ ５５ ５５ ３０５

女 子 ４４ ４８ ５８ ５１ ４３ ５３ ２９７

児童数 １０１ ８９ １０２ １０４ ９８ １０８ ６０２

◆令和２年度 教職員について （令和２年６月１日現在）

○校長 鈴木 明美 ○教頭 宮﨑 智次郎 ○教務主任 鴇田 裕

学年 １ 組 ２ 組 ３ 組 少人数教育推進教員 補助教員・支援員

１ 年 松本 絢子 山下 真波 松根ひとみ

剱持 実祥

２ 年 澤田 幸子 中嶋 志穂菜 中野 亮治

３ 年 鈴木 菜穂 倉田 櫂斗 小林 伴行

有坂結美華

鹿島 弘子

（３年付）

飯田美貴子４ 年 石丸 美幸 小柴 彩菜 戸田 道也

５ 年 日髙 収 鈴木 孝平 小山 幸子

舘 京弥 山田 佑真

６ 年 濱本 俊太 立石 夏子 金子 誠

○音楽専科 西田 佳世 ○養護教諭 佐藤 清美 ○事務長 林 諭

○英語専科 伊藤 香織 ○初任者指導教員 豊田 良子 ○理科教育推進教員 茂木 修

○司書 松永 由理 ○ＳＬＣ 松本 留美 ○市事務 山本キミ子 ○用務員 山本 順子

○ＡＬＴ グレイス イシガミ ○警備員 恒川 滿也 ○ＩＣＴ支援員 杉山 靖子

○給食配膳員 正田 基子 稲葉 恵美 野村 文恵 小林 幸代

学校経営説明会

１



◆学校経営方針

（１）学校教育の基盤と目的

高洲北小学校の児童の実態・家庭の願い・地域性を基盤とし、浦安市教育ビジョンの基本理

念を受け、将来２１世紀中盤の社会を担う「主体的な学び・自他を尊重する心・健やかな体・

豊かなかかわり」を備えた人間性豊かな児童の育成をめざし、一人一人の有する能力を伸ばし

つつ、社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養うことを目的とする。

（２）教育目標

豊かな情操 知性を身につけた児童の育成
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高め合える学級 信じ合える学級 磨き合える学級 遊び合える学級

（５）家庭像（４）学校像 （６）地域像

（１）教育目標

（７）学級像

２

豊かなかかわり（参画・交流・郷土愛・多文化共生）

① 自ら学び、よく考え、自分の考えを表現できる。（主体的な学び）

② 心豊かで、やさしく、下級生の世話ができる。（豊かな心）

③ 健康でたくましく、生活にけじめがもてる。（健やかな体）

（２）こども像



（３）「めざすこども像」学年到達目標

こども像
自ら学び、よく考え、自分の考え
を表現できる。

心豊かで、やさしく、下級生の世
話ができる。

健康でたくましく、生活にけじめが
もてる。

１年
な か よ し

話をよく聞くことができる。 仲良く生活することができる。 元気に遊ぶことができる。

２年
や さ し い 子

思ったことを話すことができる。 友だちに親切にできる。
外で遊び、時間を守ることができ
る。

３年
助 け 合 う 子

自分の思いをわかりやすく話す
ことができる。

困っている周りの人に進んで声をかけ
ることができる。

進んで運動に親しみ、チャイム着
席ができる。

４年
心 の 広 い 子

友だちの考えを聞いて、話し合
うことができる。

いっしょに考えてあげることができ
る。

時間を考えて生活や行動ができ
る。

５年
高 め 合 う 子

考えを明確に表現することがで
きる。

誰にでも明るく接し、気配りができ
る。

場に応じたあいさつができる。

６年
最上級生としての自覚

よりよい考えを導き出せる。 やさしく下級生の世話ができる。 場に応じた行動ができる。

（４）本年度の努力点

＜学校経営＞

○児童一人一人の人権を尊重し、「いじめのない学校、いじめを許さない学校」をめざし、

子どもたち全員が、楽しく、安心感にあふれる学校生活が送れるようにします。

＜学年・学級経営、生徒指導＞

○「生徒指導の機能を生かした授業及び学級・学年経営」の実践に努めます。

＜学習指導＞

○「主体的・対話的で深い学び」の視点からの学習指導の改善に努めます。

○国語をはじめ各教科で記録、説明、批評、論述、討論などの学習を充実させます。なお、話

す活動は、発表する、報告する、説明するといった一方向の活動だけでなく「話し合う」「議

論する」など双方向での意見の交換となるよう配慮します。

○年度当初に年間の指導内容の見通しをもち、行事と各教科の指導を関連させることにより、

指導内容の精選を図り、実学的な学習が展開できるようにします。

○毎時間、学習のめあてを板書することにより、指導目標の明確化を図るとともに、児童一人

一人の学習の心構えをつくります。

○外国などの異なった文化や浦安の歴史や文化を理解し尊重する態度を育成します。
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＜道徳教育・特別活動＞

○全教育活動を通じて道徳教育を行うとともに、道徳の時間については、新学習指導要領実施

に伴い、学年の系統性・学校行事や各教科などとの関連、評価等について検討し、指導の工

夫改善を図ります。

○異年齢、異学年交流等を通して、豊かな人間関係を育成します。（近隣こども園・幼稚園や保

育園、高洲中学校との幼保小中連携も視野に入れる。）。

＜健康・安全・防災教育＞

○児童会活動や学級・学年の取り組みを通して、運動に取り組む効果的な機会を意図的に仕組

むことにより、生涯スポーツの基礎を築く資質や能力の育成と体力の向上を図ります。

○身近な生活における健康・安全に関する基礎的な内容を重視することにより、健康で安全な

生活を送る資質や能力を培います。

○自他のいのちを大切にし、健康でたくましい子どもを育成します。（生活アンケートの実施）

＜特別支援教育＞

○「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律」や本市の条例等を踏まえ、生活支援・

学習支援の両面から、特別な支援を要する児童を把握し、学校全体で合理的配慮に基づく支

援を行います。

○児童一人一人の教育的ニーズに合わせた「個別の指導計画」や必要に応じ「個別の教育支援

計画」を作成し、めざすところを学校と保護者・本人で確認し、その成果を共有します。

＜キャリア教育＞

○教育活動全体を通じて、将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしな

がら、自分らしい生き方を実現するための力を育成します。（「おやじの会」との連携）

○学校生活と社会生活や職業生活を関連付け、将来の夢と学業を結びつけることにより学習意

欲を喚起します。

＜研究・研修＞

○自己研修のめあてをはっきりさせ、自ら能力開発に努めます。

○学年内で相互啓発を図り学級経営や教科指導などの指導力の向上に努めるとともに、職務を

通したＯＪＴを推進します。

○校内研究の柱を国語科とし、「活用できる力」「自分の考え」をどのように持たせるか、研究

を深め、国語科で身に付けた学び方を他の教科・領域に生かすよう努めます。

＜その他＞

○「成績評価の二期制」を実施することにより、７月及び１２月期の教育活動や学習活動の充

実を図るとともに、教師が子どもと向き合う時間の確保に努めます。
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（５）令和２年度の教育課程について

４月、５月に予定していた学習内容について（全学年）

〇臨時休業中の課題として実施しているもの

・学習状況及び成果を確認したうえで、重点となる内容を改めて指導し、十分な定着

が図れるようにします。

〇その他の内容

・年間指導計画を見直し、効果的に学習できる時期に適宜内容を交換して実施します。

・長期休業の短縮及び行事の精選によって、授業時数を確保します。確保した授業時

数を用いて、概ね１０月までに通常の年間指導計画の進度に戻します。

昨年度３月の未学習内容について（２年生から６年生）

〇臨時休業中の課題として実施しているもの

・分散登校中に学習状況及び成果を確認した上で、重点となる内容を改めて指導し、

十分な定着が図れるようにします。

〇その他の内容

・６月中に内容を精査して速やかに学習を実施するか、新学年で関連する学習内容を

学ぶ際に系統性を持たせて学習の確認を行い、現学年の学習につなげていきます。

（６）今後の行事予定について＜主な変更点＞

〇夏季休業中の授業日 ７月２１日（火）から７月３１日（金）

８月１９日（水）から８月３１日（月）

〇冬季休業中の授業日 １２月２４日（木）・２５日（金）

＊給食 ６月１５日から７月３１日〈金〉・８月１９日から１２月２５日（金）

〇個人面談・・・ ７月２１日（火）から７月２９日（水）に実施

＊詳細は後日お知らせします

〇運動会・・・ １０月２４日（土）に実施予定。午前開催。振替なし。

＊内容については検討中です。

〇修学旅行・雪国体験教室・・・ 現在検討中です。決定次第、速やかにお知らせします。

〇校外学習・・・ 今後の状況を見ながら随時決定します。

〇土曜学習参観日・保護者会・・・ １１月２８日（土）午前開催。振替なし。

〇部活動（音楽部・サッカー部・ミニバスケットボール部）

２学期 運動会終了後、活動開始予定
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